
おもな教育業績

教育業績に関する事項 年 月 概 要

教育方法の実践例

１．
「つくりながら学ぶ機械材料と機械工作法の学 (昭和 ) 中学校技術科における金属加工の学習で「鋳1988 63 .
習～｢鋳造｣学習のための教材・教具の開発」 月 造」技術を鋳造工学に基づき、鋳造方案の学2

習教材を開発し、実践を行った。低融合金を
用いた実践としては、中学校技術科では初め
てのものと考える 「つくりながら学ぶ機械。
材料と機械工作法の学習～｢鋳造｣学習のため
の教材・教具の開発」群馬県富岡市教育研究
所研究紀要第２６集（昭和６２年度 ，７１）
～７６頁，としてこれらの実践をまとめた。

２．
「金属材料とその加工に関する学習を充実・発 (平成 ) 中学校技術科の学習内容について、金属加工1996 8 .
展させよう ～時代に対応した新しい領域構想 月 を中心にどのように系統化をはかり学習内容10
と学習内容の系統化に向けて～」 を編成していくかについて、実践にもとづき

報告・提案した。第３５回関東甲信越地区中
学校技術・家庭科研究大会埼玉大会要録，８
３～８６頁

３．
「エネルギーの技術」学習について (平成 ) 中学校技術科における「エネルギーの技術」2000 12 .

月 に関する学習内容について、つくりながら学11
ぶやさしい機械工学という視点から、金属加
工と密接に関連をはかった機械の学習につい
て、蒸気機関やスターリングエンジンの製作
などを通した学習について実践し、技術教育
研究会『技術と教育』２０００年１１月号，
２～５頁，に紹介した。

４．
「情報化時代に共有したい教材データベース～ (平成 ) 中学校技術科の学習内容にリアリティを持た2001 13 .
実物・標本・模型」 月 せるための実物・標本・模型の収集と製作の1

実践を行った。特に金属加工（機械工作法）
と機械の学習にとって、実物標本の持つ教育
上の意義と重要性について研究し、これらの
実践を『技術教室 （農山漁村文化協会）２』

， ， 。００１年１月号 ４４～４９頁 で報告した

５．
「中学校における技術史の学習」 (平成 ) 中学校技術科の学習内容と技術史に関する学2001 13 .

月 習を関連させた実践を行い、これらを技術教11
『 』 ，育研究会 技術と教育 ２００１年１１月号

２～５頁，で報告した。

６．
「技術観を形成していけるような技術科の授業 (平成 ) 中学校技術科の学習で、生徒たちに技術観を2003 15 .
をどうつくっていくか」 月 形成させていくための学習内容について、金3

属加工と機械の学習を中軸とした学習内容の
編成について実践を行い 技術教育研究会 技、 『
術と教育』２００３年３月号，４～５頁，で
報告した。

７．
「産業技術遺産探検隊～中学校での技術史の学 (平成 ) 中学校の技術科における技術史に関する学習2004 16 .
習」 月 を、地域の産業遺産と関連させ、機械・電気3

・土木・建築などの技術・工学に対する興味
・関心を高め、社会の中で果たしている役割
を認識させていく教育実践を行い、これらの
実践を、技術史教育学会誌，第５巻 第１・
２号，４９～５０頁，で報告した。

８．
国立教育政策研究所教育課程研究ｾﾝﾀｰ「中学校 (平成 ) 千葉大学教育学部・大河内信夫教授の推薦に2000 12 .
技術科教育における実践事例の分析と総合的な 月～ より、国立教育政策研究所教育課程研究セン4
学習への展開に関する研究 （平成 ～ 年 (平成 ) ターから依頼され研究（研究代表者：基礎研」 11 12 2001 13 .



度科学研究費補助金研究 において技術分野 技 月 究部総括研究官・名取一好氏）に協力した。） 「 3
術とものづくり」領域の毎時間の略案、評価、 私が調査に協力した部分は、中学校技術科の

、 、生徒の感想、授業の録画で研究協力 金属加工に関する学習について 学習指導案
生徒の受け取り方からみた授業の評価、生徒
の変容過程などである。

９．
「地域の産業遺産を調べよう～養蚕と製糸」 平成 小学校の「総合的な学習の時間」における技2007 19 .（ ）

月 術史に関する学習の実践である。地域の産業11
遺産の調査を通じて、居住する地域の産業の
歩みを、父母や祖父母の生活や生涯と結びつ
けながら生き生きと理解することができるよ
うした。養蚕と製糸の産業を中心として、そ
れらが果たしてきた役割を理解したり、先人
の働き、苦心、願い、生活の変化を知り、産
業遺産が伝えるものの意味や価値に対する理
解を深めさせるための実践を、第９回関東地
区小学校総合的な学習教育研究協議会群馬大

（ ） 。会の実践資料集 ２３～２６頁 で報告した

作成した教科書，教材

１．
田中喜美・大谷良光監修『ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸでひ (平成 ) 編集委員1992 4 .
らくものづくりの技術（下巻） 自動化からは 月9
じめるｺﾝﾋﾟｭｰﾀ学習 ～ 版ｵｰﾄﾏ君でWindows
自動機械の世界を歩こう～ （再掲）』

２． 編集委員
田中喜美・大谷良光監修『ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸでひ (平成 ) 研究Ⅰ「通信の技術史年表」( ～ 頁)，2002 14 . 42 43
らくものづくりの技術（上巻） ためしてわか 月 研究Ⅱ「通信技術はいかに進化してきたか」5
る通信とﾈｯﾄﾜｰｸ～電話からｲﾝﾀｰﾈｯﾄまで～ （再 ( ～ 頁)の項執筆』 44 49
掲）

教育実践が雑誌・新聞で紹介されたもの

１．
教育雑誌 中学教育 年 月号 小学館 (平成 ) 中学校技術科での教育実践について、インタ「 」 、2000 11 2000 12 .
「ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを上手に使っている先進２０校の活 月 ーネットの ページにまとめ公開してい11 Web
用実例実践ｶﾞｲﾄﾞ」( 頁)で、技術科の教育実 るものが教育雑誌で取り上げられ紹介され70
践が紹介 た。

２．
教育雑誌「学校経営 年 月号」第一法 (平成 ) 千葉大学非常勤講師・青木朋江氏が、私の実2001 6 2001 13 .
規 「ﾕﾆｰｸ教育最前線 豊かな教育活動を創 月 践している教育活動について取材し、教育雑、 15 6
る教師たち そこに子どもらしい活力が溢れる 誌で紹介した。、 」
( ～ 頁)で、技術科の教育実践が紹介85 91

３．
教育雑誌「教育とコンピュータ」学習研究社、 (平成 ) 岩手県立大学ソフトウェア情報学部・市川尚2001 13 .
「授業に役立つホームページ紹介～技術・家庭 月 教授が、技術・家庭科関連の授業実践例や教7
科関連のホームページ」( 頁)で、技術科の 材を発信しているホームページとして、私の107
教育実践が紹介 作成している サイトを教育雑誌に紹介Web

した。

４．
上毛新聞( )の連載記事「ぬくもりの (平成 ) 上毛新聞の連載記事で、私の技術科での実践2003.10.17. 2003 15 .
技 第一部( 尊敬) 石積みが語るもの で 月 が掲載され紹介された。10 10」 、
技術科の教育実践が「実物に触れて学ぶ ～技
と技術者への理解」として紹介

５．
上毛新聞( )で 技術科の教育実践 調 (平成 ) 上毛新聞に、私の技術科の授業実践や、技術2004.4.27. 2004 16 .、 （
査・研究）が「坂本発電所の遺構確認～教諭と 月 に関する学習内容としての総合的な学習の時4
生徒が調査・研究」として紹介 間の実践が掲載され、紹介された。

６．
上毛新聞( )で 「総合的な学習の時 (平成 ) 上毛新聞に、私の「総合的な学習の時間」の2007.11.24. 2007 19 .、
間」の教育実践（調査・研究）が「養蚕と産業 月 授業実践が掲載され、紹介された。11
遺産～地域文化の実体験を」として紹介



職務上の実績に関する事項 年 月 日 概 要

１．
「第５回スターリング・エンジン・テクノラリ (平成 ) 中学校技術科の金属加工や機械の学習で設計2001 13 .
ー」(スターリングテクノラリー技術会主催)に 月 ・製作指導を行ったスターリングエンジン1
おいて技術科の学習で設計・製作指導した車両 が、スターリングテクノラリー技術会（実行
が特別賞（銀賞）を受賞 委員長・東京工業大学 一色尚次名誉教授、

運営委員長・埼玉大学教育学部 松尾政弘教
授）が主催する競技会で特別賞を受賞した。

２．
平成 年度群馬県自作視聴覚教材コンクール (平成 ) 「 技 術 科 の ペ ー ジ 」13 2002 14 . W e b
（群馬県視聴覚ライブラリー連絡協議会主催） 月 （ ）は、中学校技3 http://www.gijyutu.com/ooki/
に お い て 「 技 術 科 の ペ ー ジ 」 術科の教育実践や開発した教材等をはじめとWeb
（ ）で群馬県視聴覚 して、教材研究にかかわるさまざまな情報をhttp://www.gijyutu.com/ooki/
ライブラリー連絡協議会長賞（優秀賞）を受賞 公開している サイトである。Web

３．
「まえばしロボコン２００２ （前橋市･前橋ﾃ (平成 ) 中学校技術科の金属加工や機械の学習で設計」 2002 14 .
ｸﾉﾌｫｰﾗﾑ主催）において技術科の学習で設計・ 月 ・製作指導を行ったロボットが 「まえばし8 、
製作指導したロボットが「アイディア賞」を受 ロボコン （審査委員長・東京工業大学大学」
賞 院・清水優史教授）でアイディア賞を受賞し

た。

４．
技術教育研究会第３５回全国大会において「理 (平成 ) 民間の教育研究団体である技術教育研究会2002 14 .

（ ）論講座・技術室づくりと条件整備」を担当 月 会長：東京学芸大学大学院 田中喜美教授8
がら依頼され、技術教育研究会第３５回全国

「 」大会の 理論講座・技術室づくりと条件整備
を担当した。

５．
上毛新聞社主催「雷神ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｺﾝﾃｽﾄ」におい (平成 ) 「 技 術 科 の ペ ー ジ 」2002 14 . W e b
て 「 技 術 科 ＠ ス ク ー ル 」 月 （ ）は、中学校技12 http://www.gijyutu.com/ooki/
（ ）で一般部門佳作 術科の教育実践や開発した教材等をはじめとhttp://www.gijyutu.com/ooki/
を受賞 して、教材研究にかかわるさまざまな情報を

公開している サイトである。このコンWeb
テストには学校教育に関する部門は設定され
ておらず、 ページの内容そのものを一Web
般の方々からの視点で評価されたものであ
る。

６．
「まえばしロボコン２００３ （前橋市･前橋ﾃ (平成 ) 中学校技術科の金属加工や機械の学習で設計」 2003 15 .
ｸﾉﾌｫｰﾗﾑ主催）において技術科の学習で設計・ 月 ・製作指導を行ったロボットが 「まえばし8 、
製作指導したﾛﾎﾞｯﾄが「アイディア賞」を受賞 ロボコン （審査委員長・東京工業大学大学」

院・清水優史教授）でアイディア賞を受賞し
た。

７．
「国際ジュニアロボコン 八戸 （ロボフェス (平成 ) 「国際ジュニアロボコン （国際ジュニアロin 2003 15 .」 」
タ連携事業）に指導者として参加 月～ 月 ボコン実行委員会主催、顧問：東京工業大学7 8

） 、名誉教授 森政弘・工学博士 から依頼され
指導者として参加した。



おもな研究内容

発行所，発表雑誌等又は
著書，学術論文等の名称 発行又は発表 概 要

の年月 発表学会等の名称

①著書
１．
大橋公雄・玉川寛治編『日本 年 産業考古学会 「碓氷アプト線遺跡 （ ～ 頁)2011 46 47」
の近代を開いた産業遺産 推 平成 年 月 の執筆（全 頁）23 5 208
薦産業遺産 ～ 表紙 口絵 共著者の資料写真 琵1985 2010 、 、 （

琶湖疏水）を提供Industrial heritage sites JIAS
』recommended 1985-2010

２．
田中喜美・大谷良光監修『ｺﾝ 年 技術教育研究会 編集委員1992
ﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸでひらくものづ 平成 年 月 中学校の技術科における「コンピュ4 9
くりの技術（下巻） 自動化 ータによる機械の制御」の学習につ
からはじめるｺﾝﾋﾟｭｰﾀ学習 いて、実践に基づき編集したもの。

～ 版ｵｰﾄﾏ君で自 金属加工における工作機械のコンピWindows
動機械の世界を歩こう～』 ュータによる制御についても掲載さ

れている。
（全５２頁）

３．
田中喜美・大谷良光監修『ｺﾝ 年 技術教育研究会 編集委員2002

14 5 42 43ﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸでひらくものづ 平成 年 月 研究Ⅰ 通信の技術史年表 ( ～「 」
くりの技術（上巻） ためし 頁)，研究Ⅱ「通信技術はいかに進化
てわかる通信とﾈｯﾄﾜｰｸ～電話 してきたか」( ～ 頁)の項執筆44 49
からｲﾝﾀｰﾈｯﾄまで～』 （全４０頁）

②
論文および教育研究実践報告
１．
「普通教育としての技術教育 年 東京学芸大学 内容論に重点を置いた普通教育とし1985
の内容に関する研究 （東京 昭和 年 月 ての技術教育（技術科教育）論であ」 60 2
学芸大学学位（修士）論文） る。技術科教育の概念づけ、内容の

、 。構造化 領域編成の方法を追求した
金属加工の学習における「鋳造」技
術の教材開発も行った。また、科学
史・技術史と技術教育の内容の結び
つきの必要性について論考した。
（全１９３頁）

２．
「つくりながら学ぶ機械材料 年 群馬県富岡市教育研 群馬県富岡市教育研究所研究紀要第1988
と機械工作法の学習～｢鋳造｣ 昭和 年 月 究所 ２６集（昭和６２年度 ，７１～７63 2 ）
学習のための教材・教具の開 ６頁
発」 中学校技術科における金属加工の学

習で「鋳造」技術を鋳造工学に基づ
き、鋳造方案の学習教材を開発し、
実践を行った。低融合金を用いた実
践としては、中学校技術科では初め
てのものと考える。

３．
「金属材料とその加工に関す 年 関東甲信越地区中学 第３５回関東甲信越地区中学校技1996
る学習を充実・発展させよう 平成 年 月 校技術・家庭科研究 術・家庭科研究大会埼玉大会要録，8 10

～時代に対応した新しい領 会 ８３～８６頁
域構想と学習内容の系統化に 中学校技術科の学習内容について、
向けて～」 金属加工を中心にどのように系統化

をはかり学習内容を編成していくか
について、実践にもとづき報告・提
案した。

４．
『 』 ，「エネルギーの技術」学習に 年 技術教育研究会 技術と教育 ２０００年１１月号2000

ついて 平成 年 月 ２～５頁12 11
中学校技術科における「エネルギー

」 、の技術 に関する学習内容について
つくりながら学ぶやさしい機械工学
という視点から、金属加工と密接に

、関連をはかった機械の学習について
蒸気機関やスターリングエンジンの



製作などを通した学習について実践
を紹介した。

５．
「情報化時代に共有したい教 年 産業教育研究連盟 『技術教室』２００１年１月号，４2001
材データベース～実物・標本 平成 年 月 ４～４９頁13 1
・模型」 中学校技術科の学習内容にリアリテ

ィを持たせるための実物・標本・模
型の収集と製作について紹介した。
特に金属加工（機械工作法）と機械
の学習にとって、実物標本の持つ教
育上の意義と重要性について述べた
た。

６．
『 』 ，「中学校における技術史の学 年 技術教育研究会 技術と教育 ２００１年１１月号2001

習」 平成 年 月 ２～５頁13 11
中学校技術科の学習内容と技術史に
関する学習をどのように関連させて
実践しているかをまとめ報告した。

７．
「技術観を形成していけるよ 年 技術教育研究会 『技術と教育』２００３年３月号，2003
うな技術科の授業をどうつく 平成 年 月 ４～５頁15 3
っていくか」 中学校技術科の学習で、生徒たちに

技術観を形成させていくための学習
内容について、金属加工と機械の学
習を中軸とした学習内容の編成につ
いて実践をまとめ報告した。

８．
「産業技術遺産探検隊～中学 年 技術史教育学会 技術史教育学会誌，第５巻 第１・2004
校での技術史の学習」 平成 年 月 ２号，４９～５０頁16 3

中学校の技術科における技術史に関
する学習を、地域の産業遺産と関連
させ、機械・電気・土木・建築など
の技術・工学に対する興味・関心を
高め、社会の中で果たしている役割
を認識させていく教育実践をまとめ
た。

９．
「地域の産業遺産を調べよう 年 関東地区小学校総合 第９回関東地区小学校総合的な学習2007
～養蚕と製糸」 平成 年 月 的な学習教育研究協 教育研究協議会群馬大会の実践資料19 11

議会 集（２３～２６頁）
小学校の「総合的な学習の時間」に
おける技術史に関する学習の実践報

。 、告 地域の産業遺産の調査を通じて
居住する地域の産業の歩みを、父母
や祖父母の生活や生涯と結びつけな
がら生き生きと理解することができ
るようした。養蚕と製糸の産業を中
心として、それらが果たしてきた役

、 、 、割を理解したり 先人の働き 苦心
願い、生活の変化を知り、産業遺産
が伝えるものの意味や価値に対する
理解を深めさせるための実践につい
てまとめた。


